
組立設置説明書

設置前に、この組立設置説明書と商品同梱の各説明書をよくお読みのうえ、
正しく設置してください。
本体や機器に付属の取扱説明書は、設置完了後にお客様にお渡しください。

ミラーボックス
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スミス

各部の名称1

◎スミス
※ 図は 900サイズ

■ 付属品

▪ 棚板は各ボックスに 2枚付属しています。 
棚の位置は可変式で高さを調整できます。

▪ ミラー扉がボックスより上下 10mm大きく 
設計されており、コンセントなしタイプのみ 
上下反転させてご利用いただけます。 
（※W600を除く）

皿タッピングネジ 4.0× 60mm（ネジキャップ／ワッシャー付）
※ W600：4 本／ W750：6 本／ W900・W1200・W1500：8 本

棚板

ボックス

ミラー扉
※ くもり止めミラーは中央扉のみ

耐荷重については、下記の重量をお守りください。

・棚板 1枚につき　　　　　　 4kgまで
・ボックス全体　　　　　　　30kgまで

■ 耐荷重

下記の使用電力をお守りください。

・2口：合計 1400Wまで

■ コンセント（※コンセントありのみ）

●安全上のご注意
ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果（傷害、
物損）に結びつくおそれがあります。必ずお守りください。

 警告  　「死亡または重傷を負うおそれがある」内容
分解・改造はしないでください。
思わぬ事故の原因になることがあります。

本体を設置する際は水平・垂直のレベル
を出してから施工を行ってください。
最終仕上りが悪くなり、安全性にも影響します。

コンセント、電源プラグに濡れた手で触
らないでください。
漏電や感電のおそれがあります。

ミラーボックスの据付は、壁面の木桟の
位置や強度が十分であることを確認して
設置説明書通り正しく行ってください。

電気工事は、関連する法令・規定に従って、
必ず「有資格者」が行ってください。

コンセントは使用電力の合計が 1400W
を超えないようにご使用ください。
合計 1400Wを超えた場合、コンセント部およ
びコードが発熱して火災のそれがあります。

 注意  　「障害を負うことや物的損害が発生するおそれがある」内容
扉が傾いたりガタついたときは、丁番の
ネジを締めなおしてください。
破損やケガをするおそれがあります。

浴室内など、高湿場所への設置はおやめ
ください。

ものをぶつけるなど、ミラーへ衝撃を与
えないでください。
破損やケガをするおそれがあります。

ミラーボックスには水をかけたり、水ぶ
きはしないでください。
木が水を含み傷むおそれがあります。水で濡れ
た場合はすぐに拭き取ってください。

据付施工・調整時には必ず作業用手袋を
着用してください。
ケガをするおそれがあります。

組立設置完了後は、がたつきやゆるみの
ないことを必ず確認してください。
落下しケガをするおそれがあります。

ミラー扉に頭をぶつけないよう注意して
ください。
ケガをするおそれがあります。

設置の仕上げに使用する溶剤・その他薬
品類は、各注意表示に従って正しくお使
いください。
誤った使い方をすると、人体に影響が出たり、
使用部材の損傷や劣化の原因になることがあり
ます。

三面鏡をご使用の場合は、隣合う鏡扉を
同時に開けないでください。
扉同士が接触して破損し、ケガをするおそれが
あります。

壁に不陸・ねじれ等がある場合は、必ず
壁を施工しなおしてください。
鏡が歪んで映ることがあります。

注意禁止 実行
お守りいただく内容を上の記号で区分し、説明しています。

《設置前のご注意》
● 重量のある商品や荷姿の大きな商品があるため、受取りの準備をお願いします。 
また、商品の品質確保のため、搬入は必ず 2人以上で手運びにて行ってください。

※ 車上渡しとなります。
● 商品の搬入経路を確保してください。
● 商品を開梱して、外観に損傷がないことを確認してください。
※ 設置後の損傷は保証対象外となります。
● 引渡し完了まで、梱包の段ボールなどで商品を養生してください。
※ 養生テープは商品に直接貼らないでください。

《設置前の確認》
設備位置が図面どおりか、以下の項目を確認してください。
● 設置場所の間口寸法・床の水平・壁の垂直・コーナー部の直角度
※ 水平・垂直・角度などの精度が出ていないと仕上げが悪くなり、使用時の安全性
にも影響します。

● 取付用下地の位置および寸法（桟木45mm× 100mm以上の強度のある硬い木材また
は 12mm以上の合板）

● 商品の搬入経路を確保してください。

設置前の注意・確認2

○　 ミラーなどを取付ける取付用下地（桟木 45mm×100mm以上または 12mm以
上の合板）が指定どおりに使用されていることを確認してから取付けてください。 
（取付用桟木に十分なネジ保持力がないと、使用中に落下し、ケガをするおそれ
があります）

○　据付調整時には必ず軍手を着用してください。

●ミラーボックス総重量（kg）

● 壁面の補強方法について
▪ ミラーボックス本体の荷重は壁で支えています。取り付ける壁の仕様に合わせて 
事前に補強を入れてください。

▪ ミラーボックスを取付用の墨に合わせて、皿タッピングネジ 4.0× 60mmで壁面へ
固定してください。 
※ ネジキャップ・ワッシャーを必ず使用してください。

幅 W600 W750 W900 W1200 W1500

重量 約 14kg 約 18kg 約 22kg 約 28kg 約 32kg
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固定用ネジ穴位置3

○　 必ずキリなどで、下穴を開けてからネジ固定をしてください。
○　この固定位置はあくまでも参考位置です。不都合がある場合は任意の位置に動

かしてください。
○　ミラー扉がボックスより上下 10mm大きく設計されており、コンセントなし 

タイプのみ上下反転させてご利用いただけます。（※W600を除く）

【W600コンセントなし】 【W600コンセントあり】

【W750コンセントなし】 【W750コンセントあり】

【W900コンセントなし】 【W900コンセントあり】

【W1200コンセントなし】 【W1200コンセントあり】

【W1500コンセントなし】 【W1500コンセントあり】

直結配線の手順4

1. 直結配線の準備　※コンセントなしの場合は不要
❶ ミラーボックスを固定する壁面に、VVFケーブルを引出す開口を設けてください。
※ 開口位置、開口寸法は製品図面を参照してください。

❷ コンセントプレートをマイナスドライバーで 
外してください。

❸ コンセント取付枠のネジを外し、取付枠を手 
前に引出してください。
※ コンセント固定用ボックスは外さないで 
ください。

❹ ミラーボックス固定時に、VVFケーブルを 
コンセント固定用ボックスの取出し部から 
引出してください。

2. 直結配線工事（※ 配線工事は、必ず電気工事士の「有資格者」が行ってください）

❶ VVFケーブルの先端の被覆をコンセント裏面 
のストリップゲージ（13mm）に合わせてむい 
てください。 
（適合電線 VVFケーブルφ1.6またはφ2.0単線）

❷ 下の図に従って、コンセントの接続穴に VVF ケーブルをしっかり差し込んで 
ください。
※ VVFケーブルの被覆は、極性に注意して 
導体が露出しないようにコンセントの 
奥までしっかり差し込んでください。 
差し込み後、一度引っ張り接続の確認 
を行ってください。

コンセント取付枠

コンセントプレート

ネジ
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各部の調整5

《ソフトクローズダンパーの取付け・取外し方法》
丁番には、扉がゆっくり閉まるようソフトクローズダンパーが予め取付けられている 
箇所があります。
※ 扉のサイズによって取付けてある箇所は異なります。
※ 通常、ソフトクローズダンパーの取付け・取外し作業は必要ございません。必要時のみ、
下記を参考にしてください。

〈 取付け方 〉
❶ ダンパーの爪を丁番の穴に差し込んだ後、ダンパーの後方を丁番側へ押し込んでくだ
さい。
※ 無理に押し込むと、ダンパーの爪が変形し、取付けできなくなったり、外れやす
くなってしまいます。絶対に爪を曲げないように取付けてください。

❷ 「カチャ」という音を確認してください。 
簡単に外れたりしないことを確認して 
ください。

〈 取外し方 〉
● ダンパー部分の両側をつかみ、図の矢印の 
方向に引っ張ってください。
※ 必ず作業用手袋を着用してください。

カチャ！

爪

ダンパー

株式会社ミラタップ　miratap inc.
●お客様相談センター 受付時間はホームページにて最新情報をご確認ください。
 ht tps: / /www.miratap.co. jp
 TEL： 0120-468-838　　FAX：0120-382-096

設置完了後は、扉のがたつき・緩み・傾きがないことを確認してください。
調整が必要な場合は、「各部の調整」の要領で調整してください。

《設置後の確認》
● 設置状況の再確認
▪ 扉や棚板が、確実に取付けられていることを確認してください。

● 設置後のクリーニング
▪ 扉やボックスのホコリ・汚れは、柔らかい布で拭き取ってください。

設置後の調整・確認6

左右調整（扉の目地をそろえる）

①のネジを右にまわすと外方向に、
左にまわすと内方向に動きます。

上下調整（扉の上下の片寄りを直す）

③のネジをゆるめて、扉の上下調整を
してください。調整後ネジを締めつけ
てください。

前後調整（扉の前後の傾きを直す）

②のネジをゆるめ、扉の前後調整をし
ます。調整後、②のネジは固く締め付
けます。

① 左右調整用 ③ 上下調整用② 前後調整用

このレバーには
触らないでください。
扉が外れるおそれがあります。

（
扉
側
）
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側
）

《扉丁番の調整》
微調整が必要な場合は、丁番のネジ①②③をまわして調整してください。

○　①②③以外のネジは緩めないでください。
○　調整後は②③のネジをしっかり固定してください。

※ 下のイラストはソフトクローズダンパーなし 
の丁番となります。


